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県は、このほど、一般会計総額１兆 9,581 億

円となる平成25年度予算案を発表しました。

少子対策・子育て支援については、33８事業、

約819億円の予算を計上し、７つの柱に基づき、

施策を展開していきます。

なお予算案は、現在開会中の第 317 回２月定

例県議会で審議中です。
平成 25年度予算案を発表する井戸知事
区分 主な内容

Ⅰ 子育て基盤の整備推進

［予算：22,321,155千円］

○保育所の新築・増改築による施設整備
○(新)３歳児保育の充実
３歳児担当保育士の配置充実を支援します

○(新)保育士の処遇改善
○(拡)認定こども園の拡充
○(新)幼稚園耐震化改修の促進

Ⅱ 女性の就業、子育てと仕事の

両立支援

［予算：591,037千円］

○(拡)ひょうご女性再就業応援プログラムの推進
女性就業相談室に新たにハローワークを併設します

○(拡)ひょうご仕事と生活センター事業の拡充
仕事と生活のバランス取組状況の自己点検・認定制度を創設します

Ⅲ 子育ての経済的負担軽減
［予算：17,417,008千円］

○(拡)こども医療費助成の拡大
H25.7 から通院医療も中学３年生まで助成対象を拡大します

○多子世帯の保育料を軽減

Ⅳ 家族、地域、社会全体での

子育て支援

［予算：23,526,511千円］

○特定不妊治療費の助成
○まちの子育てひろばの推進
○(新)子育て家庭応援テレビ番組の制作・放送
家庭の大切さや子どもの正しい生活習慣を啓発するテレビ

番組を放送します

○子育て応援ネットの推進

Ⅴ 豊かな人間性を育む教育の場

づくり

［予算：2,992,307千円］

○子どもの冒険ひろば事業の推進
○(拡)ものづくり体験館の体験事業を拡充

Ⅵ 若者の自立と出会い・結婚
支援
［予算：8,003,105千円］

○若者しごと倶楽部の設置・運営
若年求職者に職業相談やカウンセリングなどの支援を行います

○出会い・結婚の支援

Ⅶ 児童虐待、DV、いじめ対策

［予算：7,058,152千円］

○(新)被虐待児等を支援する関係機関の連携強化

○DV防止対策の充実

○(拡)キャンパスカウンセラーの設置(県立高等学校)

配置回数を月１回から週１回に拡充します

○(拡)スクールカウンセラーの配置(小・中学校)
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西宮こども家庭センター竣工式の様子
姫路・西宮こども家庭センターの移転建て替え工

事が完了し、２月 7 日、21 日にそれぞれの新庁舎

で竣工式が行われました。

西宮こども家庭センターの新庁舎は県産木材を活

用した木造２階建てで、玄関ホールを吹き抜けとし、

自然光を取り入れた明るく開放的な空間を提供。健

康的で温もりのある子どもの情操教育に良好な環境

を創造しました。

これからも地元市町や関係機関と連携し、子ども

や家庭に関する専門的な相談、支援に取り組みます。
「まちの子育てひろば」「子どもの冒険ひろば」
「若者ゆうゆう広場」の関係者が集い、「子どもを
守る地域のきずな」をテーマに交流会が県民会館で
開催され、約120名が参加しました。
立命館大学野田正人教授による講演では、児童虐
待の現状や地域での子育て支援の役割、虐待に気付
いた時の対応方法などをお話されました。
各ひろばからの活動事例発表では、「ひろば事業
が県の事業であることを理解してもらい、小学校で
広報ができた」「行政や地域の人々の支援を受けて、
市高齢者大学の校庭を拠点として活動している」な
どの発表があり、その
後会場の参加者と活発
な意見交換が行われま
した。
井戸知事は、「地域の
つながりの場として、
多世代交流の場として
も子育て支援の場は重要なので、これからも是非が
んばっていただきたい。キーとなるのは、参加者が
楽しいこと」と活動の継続に期待を寄せました。

若者の「晩婚化・未婚化」を考えるフォ

ーラムが、２月２日(土)に県民会館で開催

されました。

早稲田大学で日本初の「恋愛学入門講

座」を開講された森川教授が「若者はなぜ

結婚しないの？できないの？」と題して、

結婚しない・できない10の理由を社会的

背景や男性・女性それぞれの問題からお話

されました。

また、こうのとり大使やお見合い事業で

成婚したカップルなどがそれぞれの立場

から意見交換を行い、会場からも熱心に質

問が出されました。

(問)県少子対策課 078-362-4186

姫路こども家庭センターは、平成25年２月12
日から姫路市新在家本町（県立大学新在家キャン
パスの北西）の新庁舎で業務を行っています。電
話番号、FAX番号が変更になります。
・所在地
〒670-0092
姫路市新在家本町1-1-58
TEL 079-297-1261
FAX 079-298-1895
・児童虐待防止24時間
ホットライン

TEL 079-294-9119

西宮こども家庭センターは、平成25年２月25日
から西宮市青木町（ハローワーク西宮の北東）新庁
舎で業務を行っています。電話番号、FAX 番号が
変更となります。
・所在地
〒662-0862
西宮市青木町3-23
TEL 0798-71-4670
FAX 0798-74-2538
・児童虐待防止24時間
ホットライン

TEL 0798-74-9119
(問)県少子対策課 078-362-4185
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子育て支援において優れた取り組みのあった団
体等を表彰する「ひょうご子育て応援賞表彰式」及
び出会い・結婚支援事業を支援する「こうのとり大
使」の委嘱式にあわせて、「ホタルノヒカリ」でお
馴染みの漫画家ひうらさとる氏による記念講演を
開催しますので、ご参加をお待ちしています。
◆日時：３月27日(水)14：00～15：45
◆場所：兵庫県公館大会議室
◆内容
・ひょうご子育て応援賞表彰式
・こうのとり大使委嘱式
・記念講演
「干物女の気楽な結婚、気楽な子育て」
講師：ひうら さとる氏(漫画家)

◆申し込み・問い合わせ先
県少子対策課 078-362-4186
県と市町の少子対策・子育て支援担当者が

一堂に会し、取組施策の情報共有・意見交換

を行う会議が 2 月 19 日に開催され、県・

市町の関係者約1３0名が出席しました。

県関係課から25年度の少子対策・子育て

支援等の施策説明が

行われ、制度の変更

点や積極的な制度の

活用を市町の担当者

に呼びかけました。

(問)県少子対策課 078-362-4186
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◆日時：３月23日(土)10：00～12：30
◆場所：伊丹市立女性・児童センター
◆内容：防災ゲームや避難所体験をしながら、親子
や家族で楽しく防災・減災を学べる体験メ
ニューを、各会場にて実施。体験メニュー
への参加でもらえる「カエルポイント」を
集めると、おもちゃと交換できます！
【防災・減災体験メニュー】
・避難所体験
・防災すごろく・ゲーム
・非常食(アルファ化米)の試食 など

◆申し込み：不要。直接会場にお越し下さい。

◆日時：３月28日(木)10：00～12：00

◆場所：尼崎市防災センター

◆進行・説明：尼崎市防災センター職員

◆内容：「母と子の防災・減災ハンドブック地域版」

の活用術、男女共同参画の視点から防災・

減災を学べる体験プログラム(防災体験)

◆申込方法：所定の参加申込書に必要事項を記入の

上、郵送または FAX で尼崎市女性センタ

ー・トレピアまで申し込みください。

申込用紙は県立男女共同参画センターの

ホームページからダウンロードできます。
昨年10月に作成した「母と子の防災・減災ハンドブック地域版」を活用し、普段からの心構え
などについて地域や家庭で取り組む契機とするため、親子や家族が防災・減災について体験し、楽
しく学べるセミナーを県内10地域で開催します。
今回は、阪神北・阪神南地域で参加者を募集します！（参加費は無料）
(問)県立男女共同参画センター 078-360-8550
男性が子育てや地域活動に参画することは、男性自身だけでなく、家庭や社会にも良い影響がも
たらされると考えられています。この機会に、男性のワーク・ライフ・バランス(仕事と生活の調
和)について考えてみませんか？
◆日時：３月18日(月)14：00～15：40
◆場所：県立男女共同参画センター「セミナー室」
◆内容：○講演「男性の子育て・地域活動が社会を救う

～父親にとってのワーク・ライフ・バランスとは～」
小崎 恭弘氏(神戸常盤大学短期大学部准教授)

○事例発表「父親(男性)向け事業の紹介」
和田 憲明氏(ファザーリング・ジャパン関西代表理事)

◆定員：50名(先着順) ◆参加費：無料
◆申し込み・問い合わせ先：県男女家庭課 078-362-3169

小崎 恭弘氏



当法人は、中間支援団体として、自然体験活

動を中心に子育て支援に取り組んでいます。

自然体験活動では、幼い子どもからママ・パ

パ、青少年向けの様々なアウトドアプログラム

を提供しています。神戸の東須磨にある「ウィ

ズネイチャーの森」では、森を手づくりで整備

する環境教育プログラムを行っています。

また、商店街の空き店舗を活用した「親子 de

スペース」をオープンし、子育て中の親子が気

軽にくつろげる場の提供やセミナーの開催、イ

ンターネットで子育て情報が検索できる「みん

な e-net」を発信し、イベントや団体情報など

を紹介しています。

他にも、中間支援事業の１つとして、「団体

交流会」を開催してお

り、子育て支援のNPO

が多い神戸・淡路地域

のネットワークづくり
を進めています。

当法人は、中間支援団体として、小野市のみ

ならず市町の枠組みを超えた人間関係やネッ

トワークをつくり、広域に多様な活動を続けて

います。また、管理運営を担っている小野市う

るおい交流館エクラは市民活動の拠点として、

地域住民の交流の場として多くの方々に利用

していただいています。3月3日(日)には、エ

クラをまるごと使って、北播磨地域交流会「ぐ

るっと一日おやこであそぼう♪」を開催しま

す。北播磨地域で活動しているママグループの

ブースや家族で参加しやすいブースを設け、親

子でスキンシップを図りながら一日楽しくあ

そべる内容となっています。

当法人の持つ機能や

様々な活動を通しての

つながりを活かし、今

後も子育て支援やネッ

トワークの拡大に取り

組んでいきます。

ひょうご子育て応援メールも
好評配信中です！

子育てに役立つ身近な情報を月3～4
回配信しています。
regist@magazine.hyogo-kosoda
te.jp(QR コードからも
読取可)に空メールを送
付し登録してください。

子育て情報やイベント情報をツ
イッターで随時発信していま
す。

http://twitter.com/HyogoKo
sodate 

※編集部からのお知らせ
｢ひょうご子ども未来通信｣は､市町､企業､
商工会議所･商工会､青年会議所､地域団体･
NPO、県関係機関などや希望者に電子メール
により配信しています。新たに配信を希望さ
れる方は､下記アドレスに｢未来通信･配信希
望｣と送信ください。未来通信に掲載する記事
も随時、募集しております。ご希望の方は下
記までご連絡下さい。

兵庫県少子対策本部(健康福祉部こども局少
子対策課) shoshitaisaku@pref.hyogo.lg.jp
４

(問)出会いサポートセンター 078-891-7415
〒653-0042
神戸市長田区二葉町 5-1-1 アスタくにづか
５番館110 TEL 078-621-3127
〒675-1366
小野市中島町 72 番地 小野市うるおい交流館
エクラ内 TEL 0794-63-8156
島田ミュージアムティーチャーと一緒に、和紙
を使ってブックカバーを作ります。和紙に色をつ
けて、自分だけの素敵なブックカバーを作ろう！
◆日時：3月9日（土）13:30～15:30
◆参加費：500円程度(材料費、保険用)
◆対象：小･中学生とその保護者
◆募集人数：親子合わせて30名（先着順）
◆申し込み・問い合わせ先
県立美術館こどもプログラム
TEL 078-262-0908
ひょうご出会いサポートセンターでは、お
見合いの機会を提供しています。「はばタン会
員」に登録いただくと、お相手のプロフィー
ルを閲覧し、お見合いを申し込むことができ
ます。約２年間で 124 組の成婚カップルが
誕生しています。会員登録して、ぜひ理想の
相手を探してみませんか！
◆対象者：県内在住・在勤
・ 在学で結婚を希
・ 望する独身の方

◆登録会費：3000円


